
■
本
年
1
月
よ
り
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
に
着
任
し
ま
し
た
、
森
田
寛
で
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
出
身
は
埼
玉
県
大
宮
市
（
現
在
の
さ
い
た
ま
市
）
で

す
。
中
学
生
の
時
に
長
野
県
に
引
っ
越
し
、
雪
に
は
慣
れ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た

が
、
雪
道
で
の
車
の
運
転
に
は
大
変
苦
労
を
し
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
に
札
幌
市
に

数
年
間
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
北
海
道
に
は
ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私

が
所
属
す
る
法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
）
は
、
日
本
全
国
に
法
律
事
務
所

が
あ
り
、
数
年
ご
と
に
転
勤
が
あ
り
ま
す
。
私
も
八
雲
に
来
る
前
は
、
奈
良
県
の
山

間
地
に
あ
る
事
務
所
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

■
私
は
い
わ
ゆ
る
「
司
法
過
疎
地
域
」（
地
域
に
弁
護
士
事
務
所
が
ほ
と
ん
ど
な
い
地
域

の
こ
と
で
す
）
で
生
活
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
こ
で
の
困
り
ご
と
は
「
大
き

い
本
屋
が
な
い
」
こ
と
で
す
。
法
律
書
な
ど
の
専
門
書
は
大
都
市
に
行
か
な
い
と
な

か
な
か
書
店
に
置
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
活
用
す
る
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
す
。
ど
こ
に
い
て
も
ス
マ
ホ
一
つ
で
簡
単
に
物
を
買
え
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
。

■
ス
マ
ホ
一
つ
で
い
ろ
い
ろ
で
き
る
反
面
、
増
え
て
い
る
の
が
〝
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
〞

で
す
。「
子
ど
も
が
勝
手
に
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
い
、
カ
ー
ド
会
社
か
ら
高

額
な
請
求
が
来
て
い
る
。
」
と
い
う
相
談
例
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
不
正
利
用
（
本
人
以
外
の
利
用
）
の
問
題
と
い
え
ま
す
。
多
く
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
員
規
約
で
は
、
家
族
同
居
人
等
の
不
正
利
用
に
つ
い
て
は
会
員

本
人
が
責
任
を
負
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
事
例
で
は
、
親
は
支
払

い
義
務
を
負
う
可
能
性
が
高
い
と
い
え
ま
す
。
な
お
、
家
族
や
同
居
人
等
以
外
の
者

か
ら
勝
手
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、
速
や
か
に
カ
ー
ド
会
社
に

届
け
出
る
こ
と
で
、
支
払
い
義
務
が
生
じ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
不
正
利
用

が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
各
種
法
律
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一
定
の
要
件
を

満
た
す
方
に
つ
い
て
は
、
3
回
ま
で
の
無
料
法
律
相
談
や
、
ご
自
宅
・
入
所
施
設
等

へ
の
無
料
出
張
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ぜ
ひ
「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
│

3
3
8
3
│
8
3
6
6
）
」
ま
で
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
│
3
3
8
3
│
5
5
6
3
）
」
で
も
、
ご
相

談
を
承
っ
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信

着
任
の
ご
挨
拶
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八雲警察署からお知らせ

　スマートフォンや携帯電話へショートメッセージ等で、実在する携帯電話会社を装って、｢利用料

金が未納です｡｣などのメッセージを送り、リンク先を開くとＩＤやパスワードの入力を求められたり、

コンビニで電子マネーを購入して番号を送るように求められますが、これは架空請求詐欺なので一切

応じる必要はありません。

※携帯電話会社が未納料金に関してショートメッセージで連絡することはありません。

【問い合わせ先】函館方面八雲警察署　 10137－64－2110

架空請求詐欺に注意

【受付期間】3月1日（火）～4月1日（金）午後5時30分までの間

【第一次試験日】5月8日（日）　【第二次試験日】6月上旬～6月下旬

【採用予定人数】200名程度　男性Ａ区分　115名程度、男性Ｂ区分　35名程度

　　　　　　　　　　　　　　女性Ａ区分　135名程度、女性Ｂ区分　15名程度

【受験資格】

・学歴　Ａ区分～学校教育法による大学（短期大学を除く）等を卒業した者　　　　　

　　　　（令和5年3月末日までに卒業見込みの者を含む）

　　　　※高度専門士の称号を取得または令和5年3月末日までに取得見込みの者を含む

　　　　Ｂ区分～Ａ区分以外の者（学校教育法による高等学校在学中の者を除く）

・年齢　平成2年4月2日～平成17年4月1日までに生まれた者

　　　　（令和5年4月1日現在で18歳以上33歳未満）

令和4年度（第1回）北海道警察官募集中

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

森
田　
　

寛

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

も
り
た

ひ
ろ
し
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